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医薬品の起源（1991年～2014年）   
安全性の高い水溶性プロドラッグ型クルクミンCMGの開発研究   
ノーベル生理学・医学賞（2015年）   
 ヒット化合物の発見後、開発化合物の決定から臨床試験を経て新薬誕生まで約10
～15年程度の歳月が必要と考えられている。 
掛谷 秀昭, 野中 元裕, 倉永 健史 
（京都大学大学院薬学研究科 医薬創成情報科学専攻 システムケモセラピー（制御分子学分野）） 
Ref.) Newman, D.J., Cragg, G. M. J. Nat. Prod. 79, 629 (2016) 
2017.7.27 
読売新聞（夕刊・10面） 












   http://www.pharm.kyoto-u.ac.jp/fr_chemcomm/index.html 
微生物間化学コミュニケーションの理解と有用生物活性リガンドの開発 
生体膜シグナル制御物質：セオネラミド類及びヘロナミド類   
掛谷 秀昭, 野中 元裕, 倉永 健史 
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